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毎　月　10　日・25　日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

町の　人　口
（59年2月禾現在）

人　口　　　29，434人
男　　　　　14，331人

女　　　　　15，103人

世帯数　　　　9，439世帯

（2月の異動）

転入133人　　出生　31人
転出139人　　死亡16人

3年間　の思　い　出　を胸　に
梅の番ただよう春3月－。小学校480名、中学校378名が学舎を巣立

ちました。ここ水巻中学校では，応援団に威勢よく送られた卒業生たち

も校門の前では、恩師と手をにぎり合う生徒の目に一粒の涙が－。さ

すがに3年間の思い出がこみあげてくるのでしょう－。

校門では別れを惜しむ卒業生の姿が、冷たい春風にさそわれながらも

雪紗いようでした0　　　　（3月15日水巻中学校）
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ミ交通弱者モ

暖
か
い
日
差
し
に
誘
わ
れ
て
、
何
と
な
く
外
出
し
た
い
気
分
に
な

っ
て
し
ま
う
　
－
　
春
は
そ
ん
な
季
節
で
す
。
で
も
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
狭
い
円
木
に
は
人
や
車
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
八
咋
中
に
発
生
し
た
交
通
事
故
は
、
全
国
で
五
十
二
万

五
千
九
百
三
件
（
一
日
平
均
千
四
百
四
十
一
件
）
前
年
に
比
べ
て
二

万
三
千
六
百
四
十
二
件
（
四
・
七
％
）
も
増
え
て
い
ま
す
。
福
岡
県

で
も
死
者
が
三
百
人
を
準
え
（
三
百
一
人
）
、
昨
年
十
一
月
七
日
「

交
通
死
亡
事
故
多
発
警
戒
宣
言
」
を
出
し
て
事
故
抑
制
に
努
め
ま
し

た
。
な
か
で
も
二
輪
車
の
事
故
、
歩
行
者
の
お
年
寄
り
の
事
故
、
自

転
車
乗
車
中
の
子
供
と
お
咋
寄
り
の
事
故
が
目
立
っ
て
増
え
て
い
ま

す
。四

月
六
日
か
ら
1
一
五
日
ま
で
は
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
－
－
。

歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
暖
か
い
陽
気
に
気
を
緩
め
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
み
ん
な
で
交
通
安
全
を
確
認
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

○

親

が

教

え

る

子
供
の
交
通
　
マ
　
ナ
ー

遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て

い
る
子
供
が
ポ
ー
㌧
ル
を
追

い
か
け
て
、
い
き
な
り
道

路
に
飛
び
出
し
て
く
る
。

「
キ
キ
キ
ー
ツ
／
」
と
、

車
の
急
ブ
レ
ー
キ
の
者
－

子
供
は
と
き
ど
き
大
人
が

想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な

衝
動
的
な
行
動
を
と
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
思
い
が

け
な
い
交
通
事
故
の
犠
牲

者
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

周
囲
に
対
す
る
注
意
力
が
ま
だ
十
分

で
な
く
、
安
全
に
対
す
る
知
識
も
不
十

分
、
そ
し
て
心
身
と
も
に
発
達
過
程
に

あ
る
子
供
は
、
今
日
の
交
通
事
情
か
ら

み
て
、
お
咋
寄
り
と
と
も
に
一
番
弱
い

立
場
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
保
護
者
、
特
に
お
母

さ
ん
は
、
子
供
に
対
す
る
し
つ
け
教
育

と
し
て
、
交
通
ル
ー
ル
や
事
故
防
止
の

■横断歩道 を正 しく渡 りましょ う。 量シートベル トは必 ず締めましよう。
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た
め
の
注
意
事
項
な
ど
を
、
ふ
だ
ん
か

ら
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

三
月
に
な
る
と
、
子
供
た
ち
も
戸
外

で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
り
、
交
通
事
故

に
遭
う
危
険
性
も
そ
れ
だ
け
高
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
新
入
学

（
薗
）
　
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
子
供
に
対

す
る
交
通
安
全
教
育
が
必
要
な
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
通
学
、
通
園
時
間
に
合

わ
せ
て
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
通
学
Ｃ

園
）
路
を
何
回
か
歩
い
て
、
信
号
機
の

見
方
、
横
断
歩
道
の
正
し
い
渡
り
方
を

実
際
の
体
験
を
通
し
て
指
導
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○

家

族

で

防

ぐ

お

年

寄

り

の

交
　
通
　
事
　
故

お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
に

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
に
気
を
つ
け

る
一
方
、
家
庭
で
は
、
家
族
み
ん
な
が

温
か
い
思
い
や
り
を
も
っ
て
、
お
年
寄

り
に
交
通
ル
ー
ル
な
ど
を
教
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
お
年
寄
り
が
夜
間
に
外

出
す
る
と
き
は
、
明
る
い
色
の
服
装
を

さ
せ
た
り
、
夜
光
反
射
材
を
ス
テ
ッ
キ

カ
バ
ン
な
ど
に
張
り
つ
け
て
く
だ
さ
い

ま
た
、
夜
間
、
自
転
車
に
乗
る
の
は
危

険
な
の
で
、
な
る
べ
く
乗
ら
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

福
岡
県
で
は
、
毎
月
一
日
を
「
交
通

安
全
県
民
の
日
」
と
定
め
て
お
り
ま
す

一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

考
え
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
進
ん
で

交
通
安
全
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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い
　
つ
　
か
　
見
た

あ
　
の
　
せ
　
せ
　
ら
ぎ
　
を

こ
　
の
　
川
　
に

〝
い
つ
か
見
た
　
あ
の
せ
せ
ら
ぎ
を

こ
の
川
に
″
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

河
川
美
化
月
間
が
、
四
月
一
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

川
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
生
活
用
水
や
憩
い
の
場
を
提
供

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
心
な
い

人
が
自
分
一
人
ぐ
ら
い
と
思
っ
て
、
周

に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
「
チ
リ
も
積
も
れ

ば
山
と
な
る
」
の
諺
ど
お
り
、
ゴ
ミ
の

山
が
で
き
あ
が
り
、
川
は
汚
れ
飲
料
水

は
も
ち
ろ
ん
憩
の
場
と
し
て
使
え
な
く

な
り
ま
す
。
現
在
、
遠
賀
川
の
水
は
、

浄
水
場
で
き
れ
い
に
で
き
る
ギ
リ
ギ
リ

の
と
こ
ろ
ま
で
水
質
が
悪
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
川
の
水
は
欲

み
ん
な
の
河
川

み
ん
な
で
き
れ
い
に

●
川
原
へ
空
き
カ
ン
・
空
き
ピ
ン
・
ゴ
ミ

を
接
げ
す
て
る
こ
と
は
や
め
、
必
ず
持

ち
か
え
り
ま
し
ょ
う
。

●
堤
防
、
護
岸
は
洪
水
を
守
る
大
切
な
も

の
、
悌
つ
け
な
い
よ
う
に
し
事
し
ょ
う
。
ｌ

●
木
と
緑
の
河
川
空
間
の
美
観
を
保
ち
ま

し
よ
う
。

め
な
く
な
り
ま
す
。
川
は
、
そ
こ
に
住

む
人
達
み
ん
な
の
財
産
で
あ
り
、
子
供

や
孫
に
残
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

用
に
は
、
ゴ
ミ
や
き
た
な
い
水
で
な

く
、
真
心
を
投
げ
か
け
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

☆水道メータは検針員が1カ月ごとにお宅におうかがい

し検針します。

☆水道メータの読み方

数字は立方メートル（扉）、赤い針はリットル（色）

を示します。水道料金は立方メートル単位で計算しま

すので、数字の目盛りを読んでください。

このメータは8付を

示しています。お宅

のメータは……？

パイロット

本月読がら前月読をさし引いた
差引使用量が、お宅の1カ月間
の使用量です。

昨
年
四
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で
の
国

民
年
金
保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か
、
ま

だ
納
め
て
な
い
方
は
四
月
三
十
日
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

四
月
三
十
日
を
過
ぎ
ま
す
と
町
で
発

行
し
た
納
付
書
で
は
納
め
る
こ
と
が
出

来
な
く
な
り
、
国
の
納
付
書
で
金
融
機

関
に
払
い
込
む
か
、
直
接
社
会
保
険
事

務
所
に
出
向
い
て
納
め
る
な
ど
大
変
手

間
の
掛
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お

き
ま
す
と
、
将
米
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
が
不
足
し
て
老
齢
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

ま
た
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
受
け

る
障
害
年
金
や
ご
主
人
の
死
亡
に
よ
っ

て
給
付
さ
れ
る
母
子
年
金
に
つ
い
て
も

世代と世代の
助け合い

量 水 器 点 検 表

月分給水使用量

本月読

前月涜

；蟄　 ミ‖
†吏用量

昭和　　 年　　 月　　 日
水道町水道課

検針者

保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
一
定
期
間
以

上
な
い
と
受
給
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
万
が
一
の
事
故
に
備
え
て

保
険
科
は
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

年
度
末
に
あ
た
っ
て
納
め
忘
れ
が
な
い

か
も
う
一
度
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

1
0
年
年
金
は
月
三
万
三
百

七
十
五
円
に
引
き
上
げ
予
定

一
方
、
国
民
年
金
の
給
付
に
つ
い
て

も
、
拠
出
年
金
（
保
険
料
を
負
担
し
て

年
金
を
受
給
）
は
、
こ
と
し
五
月
か

ら
。
福
祉
年
金
は
、
こ
と
し
六
月
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
二
・
〇
㌫
引
き
上
げ
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
引
き
上
げ
は
三
月
の
国
会

で
決
定
し
ま
す
が
、
拠
出
年
金
の
十
年

年
金
が
月
額
二
万
九
千
七
百
九
十
二
円

か
ら
三
万
三
百
七
十
五
円
。

障
害
年
金
一
級
は
月
額
五
万
八
千
六

百
二
十
五
円
が
五
万
九
千
七
百
七
十
五

円
と
な
る
予
定
で
す
。

老
齢
福
祉
年
金
で
は
月
観
二
万
五
千

百
円
が
二
万
五
千
六
百
円
と
な
名
予
定

で
す
。
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樹里まわと一緒
一朝日バレーボール教室一

少しでも多くの人にバレーボールの楽しみをと「朝日

バレーボール教室」が、3月4日、前日本女子バレーボ

ールの名アタッカー横山樹理さんを講師に招いておかの

台の町民体育籍で開かれました。

この教室は、昨年に続き2回目会場の町民体育館には、

町内バレー少年団から5・6年生、120名が参加、横山さ

んの到着に大観声－。2時間ほど横山さんからバレー

の基本を習い、6年生と卒団記念写真を撮るなど、憧れ

の大先輩との夢の対面に楽しい教室となりました。

′、

一′－

でうーだうまいモンず一
一第一保育園にサル回し訪問一

第一保育園に　ミおサルと　さんがやって釆ました。着物を着

て、おじさんの太鼓に合わせ、じょうずに芝居を演ずる名俳

優です。しかし、ちょっぴり気まぐれ君、時どきおじさんの

言う事を聞きません。でも、輪をググルのは得意、最後に園

児と握手して、スター気どりのむサル君でした。（3月5日

第一保育園で）

なかよくしょうネ。

どうだ人間鰍こも
できるかナ一。

幸田坤昏仇初嗜勝
一野球少年団お別れ大会一

卒団記念行事として、野球スポーツ少年団のお別れ大

会が、3月4日、吉田小学校グラウンドで開かれました。

試合は、5チーム（頃未、伊左座、吉田、机、猪熊）

によるトーナメント戦で争われ、吉田少年団が団結成以

来、7年目にして初めて優勝しました。

優
　
膵
　
　
吉
田
少
年
団

準
優
勝
　
机
　
少
年
団

坤も略地租竜にや一

芸品芸‡念＞の教養講座
もう自分の役目は済んだ－と、とかく家に引き込もりがちなお年寄り

に、豊富な人生経験を積極的に地域社会に役立ててもらい、生きがいの

ある充実した生活を創り出してもらおうと、おい－ちゃん、おばあちゃ

んの教養講座が机山荘で開かれました。第一回目は、「古き良きしきた

りを後世に伝える私達

の役割」と題して、須

恵町公民館長・永島正

夫先生の講演。第二回

目は、「こころ豊かに

生きる」と題して、篠

栗町二ノ滝寺住職・桐

生公俊先生の講演があ

りました。
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お締りのための
一交通安全教室－

お爺ちゃん、お婆ちゃん外出のときはミ目立つ服装ミで－0

3月7日・8臥机山荘では、お年寄りのための交通安全教室が

開かれました。昨年の県内交通事故による死亡者は、301人、この内

お年寄りの死亡者は72人と、全体の24％を占めております。交通事

故から身を守るためにどうしたらよいのか、お年寄りの方も考える

必要があります。

交通教室では、お年寄りが外出する時の注意事項などを、折尾警

察署交通課の婦警さんが演じる劇で、おもしろく、わかりやすく、

お爺ちゃん、お婆ちゃんに説明し交通事故に合わないで、長生きし

てくださいと、孫のような婦警さんの熱演に、盛んにうなずき、拍

手をお送っていました。

交
通
安
全
教
室
で
熱
演
す
る
婦
警
さ
ん
。

伸在密計陪臣暗号
－バレー少年団お別れ大会一

水巻町バレー少年団の卒団お別れ大会が、去る3月11日、直方少

女バレークラブと木尾瀬ガールズ、三菓グラブ（香月）の3チーム

を招待し、町民体育館で行なわれました。

試合の結果、予選、決勝トーナメントともにストレート勝ちの伊

左座少年団が優勝しました。

〔
ケ
ー
ス
2
〕
東
京
の
学
生
寮
に
い
る

十
九
歳
の
息
子
が
、
半
ば
強
引
に
勧
め

ら
れ
、
三
十
六
万
円
の
英
会
話
教
材
セ

ッ
ト
の
購
入
契
約
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
契
約
書
に
記
入
す
る
と
き
、
セ
ー

ル
ス
マ
ン
か
ら
「
年
齢
は
二
十
歳
と
書

き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
と
い
い
ま

す
。
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

え
る
額
に
つ
い
て
購
入
契
約
を
す
る
場

合
は
、
原
則
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
法

定
代
理
人
の
同
意
が
必
要
で
す
。
そ
の

同
意
を
得
な
い
で
契
約
し
た
場
合
は
、

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

わ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
す
で
に
商
品

を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
返
品
し
、

代
金
を
支
払
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
分
を

返
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
た
と
え
受
け
取
っ
た
商
品
を

ロ
未
成
年
者
の
契
約
口

父
母
な
ど
の
同
意
の

な
い
も
の
は
無
効

〔
ケ
ー
ス
1
〕
高
校
生
の
息
子
が
、
勝

手
に
二
十
八
万
八
千
円
も
す
る
学
習
教

材
の
購
入
契
約
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

い
ず
れ
も
訪
問
販
売
に
よ
く
見
ら
れ

る
「
未
成
年
者
の
契
約
」
に
つ
い
て
の

も
の
で
す
。

未
成
年
者
（
既
婚
者
を
除
く
）
が
、

法
定
代
理
人
－
父
母
な
ど
親
権
者
ま
た

は
後
見
人
Ｉ
か
ら
許
さ
れ
た
範
囲
を
超

契
約
の
取
り
消
し
は
、
未
成
年
者
本

人
ま
た
は
法
定
代
理
人
の
ど
ち
ら
で
も

で
き
ま
す
。
契
約
が
取
り
消
さ
れ
る

と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
無
効
と
な
り
、
初

め
か
ら
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
取
り
扱

使
用
し
て
い
た
と
し
て
も
、
原
則
と
し

て
、
そ
の
ま
ま
返
せ
ば
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
未
成
年
者
の
契
約
で
も
次

の
よ
う
な
場
合
な
ど
は
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
契
約
額
が
、
法
定
代
理
人
か
ら
処
分

を
許
さ
れ
た
範
囲
内
で
あ
る
場
合
（
個

人
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ケ
ー
ス
で
判
断
さ
れ
る
）

▽
未
成
年
者
な
の
に
、
相
手
に
〝
成
人

で
あ
る
″
と
信
じ
こ
ま
せ
た
場
合
（
〔
ケ

ー
ス
2
〕
は
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
未
成

年
者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の

で
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
は
当
て
は
ま
ら
な

い
）

▽
未
成
年
者
の
と
き
に
契
約
し
、
成
人

に
な
っ
て
か
ら
も
代
金
を
支
払
い
続
け

た
場
合

▽
法
定
代
理
人
が
、
代
金
を
支
払
っ
た

り
、
商
品
の
引
渡
し
を
請
求
し
た
場
合
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回3
6

第

婦

人

週

間

婦
人
週
間
は
、
婦
人
の
地
位
向
上
の

た
め
の
特
別
活
動
と
し
て
、
昭
和
二
十

四
年
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
我
が
国

一

1

月

1

0

日

～

1

6

日

の
婦
人
が
初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た

四
月
十
日
を
記
念
し
て
、
こ
の
日
か
ら

一
週
間
を
婦
人
週
間
と
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
過
間
中
、
婦
人
週
間
ダ
イ
ヤ
ル

相
談
室
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
家
庭
問

題
（
子
供
、
老
人
、
夫
婦
な
ど
）
や
職

場
内
の
問
題
．
（
人
間
関
係
や
男
女
差
別

な
ど
）
、
再
就
職
問
題
、
母
子
家
庭
問

題
な
ど
婦
人
の
悩
み
に
つ
い
て
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

＿
′
＿
′
′
′
′
′
‘
一
′
一
′
′
一
＿
一
一
‘
′
‘
ｉ
‘
‘
‘
′
′
′
′
′
’
ｈ

ダ　イ　ヤル相談室

092－41ト4894
04月10日～16日　9．00～16．00

（圭芸呂豊謂掛
ｆＮ．1、日目川．＝“…．“．…．“、．．“““…“．、“、““““．、

すく　すく　育て　ク　スの木

水巻中の緑化に「自治宝くじ」から助成

緑豊かな学校づくりを目指し、緑化事業を進め

ている水巻中学校に緑化推進のためにと、「自治

宝くじ」から助成がありました。

水中では、この助成金で運動場にクスの木を植

樹するなど校庭の整備を行ないました。

校
庭
の
緑
化
が
進
み
ま
す

奮－1－－－▼一号1－1↓．11一－－一1－－－‥一ｌ桟‥一一－嘲

町
の
建
設
工
事
指
名

原
を
受
付
け
ま
す

昭
和
五
十
九
年
度
に
水
巻
町
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
管
工
事
、
測
量
、
地

質
調
査
業
務
等
の
入
札
、
見
積
り
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
万
を
次
の
要
領
で
受

付
け
し
ま
す
。

▽
受
付
け
斯
間

4

月

2

日

～

4

月

1

4

日

（
土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
日
は

受
付
け
を
い
た
し
ま
せ
ん
）

▽
受
付
け
場
所

役
場
管
財
課
管
財
係

▽
申
込
み
方
法

建
設
業
者
カ
ー
ド
（
町
指
定
）
を

管
財
係
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
に
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
管
財
係
に
問
い
合

わ
せ
て
下
さ
い
。
（
審
2
0
1
・
4

3

2

1

内

4

0

4

・

4

1

3

）

車 顔
韓 対 4 月19日㈱

～　 4 月20日（釦

1 泊

2 Ｅｌ

り小中学校等教職員 ・プログラム立案と
・学校教育行政関係者 展開法

150名 ・各種活動の実際

．
壷

頸

諾 6 月2 日㈱

～　 6 日3 日（Ｅ）

1 泊

2 日

・子供会等少年団体指導者

・社会教育行政廟係者

・プログラム立案と

展開法
150名 ・各種活動の実際

葦

鞍

；ｉＩ；；5 月19日田
覿　 ‥∴　 5 月20［伯）

1 泊

2 日

・小学生以上の子と親 ・自然探訪

（祖父母）

200名
・レクリェーション

ｉ；；；讃6 月23日Ⅲ

こたこここ　　　 ～．こ　6 月24 日旧）

1 泊

2 日

・子供会等少年団体の指導 ・指導者としての姿
者及びボランティア・リ

ーダーを志す老　 50名

質と技術の向上
轟赫

事蒙の問合せ及び●加申込みについて
くわしく知日つたいときは…・・……直接、少年自然の意〔ｍ（0940）6Ｚ－251日　に問合せてください。
親と十のつといに参加するときは…往復ノ、ガキに参加者の住所、氏名、学年、電話番号など必要事項を記入のうえ、

ｆ〒81ト35宗像郡玄海町神？警　県立少年自然の家ｒ玄海の家Ｊ所長あて〕に送付してド
さい。毒集人員になり次萌績め切ります。

こｒこ息 ；三〇一期・6 月23 日田 ～24 日（日）1 泊 2 日 ・青年団体

芸 〇二期 8 月25 日山 一26 日（即1 泊 2 日 ・各種グループ ・サー
クル

欒 璧ｊ 欒 Ｔ 架望．〇三期12月 8 日出 ～ 9 日（日）1 泊 2 日 ・4 Ｈクラブ （農業関
係 グループ）等

軽 車 藻：蓋 ＋ Ｉ⊥Ｉ
4 月28 日（ガ～30 日（月）　2 泊 3 日

9 月22 日（土）～24 日（月）　2 泊 3 日

’独 訳 禦 摺

りエーションリー ダ

．妄慮墓鉱 乱 但し、一期のみの参加も可イここ

襲 顔
5 月25 日（劫～27日（日）　2 泊 3 日

ま

葦霊欝 豊 彗鮎 書

体の指導者、その他キ
ャンプ指導者を志す書

欒ｉ；

当時的確 ｔＩ 丼 6 月 2 日（カー 3 日（日） 1 泊 2 日 小学生以上
○くわしいこと 下記におたずねください。

〒3封17橿鍔県田川都添田町大事業彦山　阻．捌瑠サ0101（代表）

少
年
自
然
の
家

英
彦
山
青
年
の
家

⊥
エ

ｌ
3

細鵜 1
■　■

声■
■

ｌ

前
号
の
解
答

く詰碁解答〉

白1のカドが第一手で

続いて、3のナラビが

腹つづみの妙手

く詰将棋正解〉4二角、1三五、2五桂、
2三玉、2四角成、同飛、3三金まで7

手詰め。

く解説〉4二角に対し3三飛なら1四金、
3四五、3五金まで。正解5手目の2四

角成がすばらしい妙手で、玉方が、どう

応じても金打ちの詰みです。
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水
巻
昔
ば
な
し
ー
㍉
」

（

㊨
　
　
石
　
炭
　
物
　
清
　
閑

焚

　

石

　

会

っ
ぎ
の
享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）
に
お
い
て
も
遠

賀
鞍
手
の
南
都
は
、
層
焚
石
の
旅
出
し
（
藩
外
へ
の

販
売
）
を
藩
へ
お
願
い
を
し
て
い
る
。

「
数
十
ヶ
年
、
こ
の
業
を
相
続
き
渡
世
仕
り
候
者

か
わ
ふ
ね

は
、
お
び
た
だ
し
く
御
座
候
あ
い
だ
、
別
し
て
川
脾

船
頚
ど
も
、
秋
冬
は
若
松
に
御
米
の
積
み
方
仕
り

侯
。
そ
の
た
め
前
後
一
ヶ
年
の
う
ち
八
ケ
月
ほ
ど
は

積
荷
の
運
送
は
ご
ざ
な
く
大
い
に
困
窮
仕
り
候
。
右

の
屑
焚
石
の
横
方
を
も
っ
て
す
れ
ば
家
内
（
船
頭
の
）

を
養
育
仕
り
、
な
お
余
斗
（
余
剰
）
を
も
っ
て
船
仕

事
な
ど
の
仕
事
を
仕
り
候
義
に
ご
座
候
」

こ
の
請
願
者
は
、
遠
賀
郡
虫
生
津
村
大
庄
屋
毛
利

長
八
郎
（
水
巻
九
ケ
村
も
そ
の
配
下
）
と
鞍
手
郡
直

方
町
大
庄
屋
庄
野
与
四
右
衛
門
の
両
人
で
、
そ
の
計

画
は
屑
石
炭
を
三
田
尻
の
塩
田
に
売
っ
て
、
そ
の
利

益
金
を
奉
行
所
で
保
管
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
凶
作

の
年
を
乗
り
切
る
考
え
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
郡
の

行
政
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
大
庄
屋
が
、
配
下
の
村

々
の
疲
弊
し
て
い
る
の
を
み
か
ね
て
の
計
画
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
こ
れ
以
外
に
郡
奉
行
所
に
お
い
て
は
、

百
姓
の
救
済
や
ヤ
マ
の
運
転
資
金
な
ど
で
郡
費
が
か

さ
ん
で
、
藩
に
は
内
緒
で
焚
石
の
旅
出
し
を
し
て
い

た
が
、
そ
の
量
が
次
第
に
多
く
な
る
と
藩
の
知
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
弊
害
を
除
く
た
め
文
化
十
三
年

（
一
八
一
六
）
に
藩
は
新
し
い
制
度
を
設
け
て
い
る

こ
れ
に
先
立
ち
藩
は
、
遠
賀
郡
岩
瀬
村
大
庄
屋
久

五
郎
、
木
屋
瀬
村
大
庄
屋
藤
平
、
小
石
村
大
庄
屋
正

次
郎
の
三
人
を
よ
び
寄
せ
て
意
見
を
聞
き
、
こ
れ
に

ょ
っ
て
「
焚
石
会
所
」
と
い
う
新
し
い
制
度
を
設
け

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
制
度
と
「
焚
石
仕
組
」
の
異

な
る
と
こ
ろ
は
。
今
ま
で
郡
奉
行
の
取
扱
っ
て
い
た

所
焚
石
行
政
を
直
接
藩
の
支
配
下
に
お
き
、
そ
の
利
益

は
す
べ
て
藩
の
収
入
に
あ
て
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
焚
石
会
所
に
な
る
と
、
藩
は
財
政
窮
乏
の
折

か
ら
こ
れ
に
よ
っ
て
収
入
を
あ
げ
る
た
め
、
今
ま
で

渋
っ
て
い
た
焚
石
の
旅
出
し
を
積
極
的
に
お
こ
な
う

よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
百
姓
の
副
業
だ
け
で
は

労
力
が
不
足
し
て
き
た
の
で
、
他
国
か
ら
旅
人
据
子

の
応
援
を
求
め
て
い
る
。
当
時
、
焚
石
会
所
は
始
め

底
井
野
村
の
奉
行
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
文

政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
芦
屋
へ
移
転
を
し
（
現
在

芦
屋
西
浜
町
に
石
碑
あ
り
）
、
同
十
三
年
に
は
若
松

村
に
も
新
設
し
て
い
る
。
ま
た
天
保
八
年
（
一
八
三

七
）
に
は
「
焚
石
会
所
作
法
書
」
な
る
も
の
を
作
成

し
て
、
こ
れ
に
よ
る
作
業
が
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

に
「
鉱
山
解
放
令
」
が
発
布
さ
れ
る
ま
で
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
石
炭
は
、
文
化
年
間
か
ら
藩
の
財

政
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
こ
れ

に
至
る
ま
で
は
貝
原
益
軒
が
「
筑
豊
は
焚
石
の
産
地

な
り
」
と
書
い
て
か
ら
約
一
三
〇
年
が
た
ち
、
ま
た

焼
き
ガ
ラ
を
芦
屋
炭
と
い
っ
て
藩
士
の
家
庭
で
使
う

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
約
一
〇
〇
年
が
経
過
し
て
い

る
。
さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
間
に
掘
子
は
、
百
姓
の
農

閑
期
の
手
間
仕
事
か
ら
貧
農
や
遊
民
の
日
銭
を
得
る

た
め
の
賃
仕
事
へ
と
か
わ
り
、
さ
ら
に
専
業
の
旅
人

掘
子
の
出
現
に
よ
っ
て
、
季
節
採
炭
か
ら
年
中
採
炭

へ
か
わ
っ
て
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
な
お
焚

石
会
所
が
ど
の
よ
う
な
組
織
で
あ
っ
た
の
か
次
に
記

す
。「

総
取
締
役
」
、
郡
奉
行
ま
た
は
郡
代
が
こ
れ
に

あ
た
り
、
会
所
、
山
元
、
川
鰐
な
ど
諸
役
の
任
免
、

そ
の
他
一
切
の
権
限
を
つ
か
さ
ど
る
。

い
し
ず
み

「
会
所
手
代
役
」
　
川
下
げ
を
し
た
焚
石
、
石
炭

の
質
と
量
の
検
査
、
販
売
、
監
督
、
代
金
受
領
な
ど

の
実
務
を
お
こ
な
う
。
芦
屋
二
名
、
若
松
四
名
を
常

駐
さ
す
。

「
問
屋
役
」
　
沖
船
へ
の
積
込
み
、
販
売
な
ど
手

代
役
の
助
手
。

「
福
岡
銀
会
所
」
　
福
岡
市
中
に
あ
っ
て
資
金
の

調
達
、
貸
付
、
藩
利
益
の
管
理
な
ど
。

こ
れ
に
対
し
て
ヤ
マ
元
で
は
、
次
の
組
織
か
ら
な

っ
て
い
た
。

「
山
元
み
か
じ
め
役
」
　
遠
賀
鞍
手
両
郡
の
大
庄

屋
か
ら
一
名
を
任
命
、
焚
石
会
所
と
の
連
絡
調
整
、

山
元
管
理
な
ど
一
切
を
つ
か
さ
ど
る
。

「
山
元
総
代
」
　
各
郡
に
お
い
て
庄
屋
の
な
か
か

ら
二
、
三
名
任
命
、
郡
内
の
連
絡
調
整
に
あ
た
る
。

「
山
元
」
　
お
お
む
ね
組
頭
を
任
命
す
る
。
そ
の

村
の
焚
石
丁
場
の
運
営
管
理
に
あ
た
る
。

な
お
、
藩
は
毎
年
、
こ
れ
ら
の
組
織
を
通
じ
て
ヤ

マ
元
へ
予
定
採
炭
高
を
提
出
さ
せ
、
こ
れ
と
需
要
を

勘
案
し
て
、
そ
の
年
の
採
炭
量
と
予
算
を
決
定
し
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
ヤ
マ
元
で
は
、
焚
石
会
所
か
ら

運
営
費
と
し
て
焚
石
一
〇
〇
斤
に
つ
き
五
文
の
前
借

を
う
け
て
作
業
に
あ
た
っ
た
が
、
し
か
し
、
こ
の
金

に
は
一
ケ
月
に
つ
き
一
歩
の
金
利
が
つ
い
て
い
た
と

石
井
家
文
書
「
焚
石
山
元
前
借
銀
借
状
帳
」
に
記
る

き
れ
て
い
る
。

（
文
）
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
　
会
長
　
柴
　
田
　
貞
　
志

片側通行に

ご協力ください．／

次
の
路
線
は
、
道
路
改
良
舗
装
工
事
の

た
め
片
傭
通
行
と
な
り
ま
す
。
工
事
中
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
中
構
・
伏
原
線
（
県
道
中
間
水
巻
線
よ

り
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
）

。
工
期
　
3
月
2
0
日
～
5
月
2
5
日

▽
頃
末
二
一
線
（
水
巻
駅
臍
切
よ
り
下
二

側
に
一
一
七
メ
ー
ト
ル
）

。
工
期
　
3
月
2
0
日
～
5
月
3
1
日
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く
ら
し
の
情
報
一
拍
㌍
澤
…
議
団
諜

町
営
住
宅
　
の

町
で
は
、
昭
和
討
年
度
空
家
町
営
住

宅
（
別
表
参
照
）
′
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
簗
し
ま
す
。
希
望
者
は
早
め
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
受
付
期
間

3

月

2

6

Ｒ

Ｔ

（

4

月

1

0

日

▽
申
込
み
用
紙
の
交
付

役
場
住
宅
課
及
び
住
民
課
窓
口
で

3
月
2
5
日
か
ら
交
付
し
ま
す
。

▽
申
込
み
先

役
場
住
宅
課
住
宅
係

▽
申
込
み
資
格

①
水
巻
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
こ
と
。

⑨
水
巻
町
内
で
外
国
人
登
録
を
行
っ
て

空

家

募

集

い
る
方
で
「
昭
和
2
7
年
4
月
2
8
日
（

平
和
条
約
発
効
日
）
に
日
本
国
籍
を

離
脱
し
た
者
で
、
昭
和
2
0
年
9
月
2

日
（
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
日
）
以

前
か
ら
引
続
き
本
邦
に
在
留
し
て
い

る
者
、
及
び
そ
の
壇
系
卑
属
で
本
邦

で
出
生
し
、
引
続
き
在
留
し
て
い
る

者
」
で
あ
る
こ
と
。

㊥
協
定
永
住
の
資
格
を
有
す
る
者
及
び

そ
の
直
系
卑
属
で
本
邦
で
出
生
し
、

引
続
き
在
留
し
て
い
る
者
。

④
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
者
、
そ
の
他
婚
姻

の
予
約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

㊥
申
込
者
及
び
同
居
親
族
の
収
入
の
合

計
が
一
定
水
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑥
魂
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
者
。

⑦
家
賃
の
支
払
い
等
に
つ
き
確
実
な
連

帯
保
証
人
一
名
が
あ
る
こ
と
。

⑧
入
居
す
る
世
帯
全
員
が
団
地
内
で
円

満
な
社
会
生
活
が
で
き
る
こ
と
。

⑨
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※
申
込
み
は
へ
一
世
帯
で
二
戸
し
か
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ど
の
種
類
に
申
込

む
か
を
決
め
て
申
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
密
送
に
よ
る
申
込
み
は
受

付
け
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
証
の
切
替
え

あ
な
た
が
今
持
っ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
証
（
柿
色
）
は
、
今
年
の
三
月
三

十
一
日
ま
で
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
日
程
で
新
し
い
保
険
証
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
日
時
厳
守
の
う
え
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

▽
持
っ
て
来
る
も
の

「
保
険
証
」
と
「
印
鑑
」

※
保
険
税
を
ま
だ
納
め
て
な
い
万
は
、

こ
の
切
替
え
時
期
（
3
月
3
1
日
）
ま

で
に
納
め
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

溝舅※戟猥・ニこここミニンこここ・ゴニミニこここここ・こけミここ・ご・テ，こ，こ．こ．簑茸よこきここ・－べ・・－こ

2 2 1 2
1，？

混
Ａロ

1，2

混
∠ゝｌコ

1，2 ；

料　 巨

口　　ｒゴｉ

2 簡 筒 木 簡木 2 筒 5 中 5 中 5 中 こ妾

階耐 耐 造 耐造 階 階 階 階
建 平 平平 平平 建 耐 建耐 建耐 建 耐 琵

6 6　 6 6　　 6 6　 4．5 6　　 6

4．5～ 6

6 6　 4．5；；；；；

▼　こｊ
6 ～4．眼

6　 （蟻

肱　 か唖

6 45　 4．54．5、 6 3　 4，5 6

6

ＤＫ

ＤＫ　 Ｋ 3　 ＤＫ
Ｋ

45　4．5

Ｋ　 Ｘ

3　 ＤＫ

ＤＫ

6

ＤＫ

1　 1
8　　 6 5　 4 6　 5

　ヽ　　　　ヽ
7　 6
　ヽ　　　　ヽ

1
0　　 8

1　 1
8　　 7

2 】牒

0　 3 ；ｉｉ；；

0 ～ 0 蕾
0　 0 誓
0　 0 ；去
円　 円 ｉｉ：；；：

0 ・－0 7 ・－7 3 一一3 5 ・－0 0 ・－5 0 ・－0
0　 0 0　 0 0　 0 0　 0 0　　 0 0　 0
0　　 0
円　 円

0　　 0
円　 円

0　 0
円　 円

0　 0
円　 円

0　　 0
円　 円

0　　 0
円　 円

旦 5 5 5 7 3 1 0 ［；烹

／コ 戸 戸 戸 戸 戸 戸　 芸．

遠
賀
・
中
間

広
域
組
合

職
員
募
集

▽
採
用
職
名
一
般
行
政
職
（
袈
護
老

人
ホ
ー
ム
の
寮
母
）

▽
採
用
人
員
　
女
子
一
名

▽
受
付
期
間
　
4
月
1
6
日
～
4
月
2
1
日

▽
受
験
資
格
　
①
昭
和
2
9
年
4
月
1
日

か
ら
昭
和
3
8
年
3
月
3
1
日
ま
で
に

生
れ
た
人
　
㊥
日
本
国
籍
を
有
す

る
人
㊥
　
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条

に
該
当
し
な
い
人

▽
申
込
み
用
紙
請
求
及
び
申
込
み
先

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
総
務
課
庶
務
係
（
遠
賀
町
松
の

元

　

魯

2

9

3

・

3

5

8

1

）

保険証の切替え日程

粟蹟定説拝呈共接待塞態盛期在駐道等鵠演．ニ2こブここここニ茸鋳型諦基線塞頭骨‘狼粧珪阜撮影こさミニ

立屋敷、伊左座、みずほ団地、

二、二町住、下二、下二町住、

入江興産、林住宅、吉田一、

吉田二、吉田三、吉田団地

午前 9 時
役場西別館

（水道課横）

斧註≡ 鯉 口団地、鯉口分譲団地、美

吉野団地、頃末、机、机社宅、

宮 ノ下社宅、高尾団地

～

午 後 4 時

淳焦滋

韓

古賀、新生街、梅 ノ木団地、

高松団地、樋口、猪熊、猪熊

町住、おかの台、古賀団地



。9）広鞠占紺島陀葬云聾　拙刷刷Ⅲ冊Ⅲ腑酬酬刷Ⅲ酬潮昭和59年3月25日　酬刷ｌ

（

あ

な

た

も

手

話

を

始

め

て

み

ま

せ

ん

か

／

「
手
話
講
座
を
開
設
」
－
月
1
2
日
～
7
月
2
6
日

町
で
は
、
聴
覚
障
害
者
及
び
言
語
機

能
障
害
者
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
、

次
の
と
お
り
「
手
話
講
習
会
」
を
開
き

ま
す
。

▽
参
加
資
格
　
聴
覚
障
害
者
等
の
福
祉

に
熱
意
を
お
持
ち
の
万
。

▽
講
習
日
程

○
開
講
式
　
4
月
1
2
日
　
午
後
7
時

○
講
習
日
　
4
月
1
2
日
か
ら
7
月
2
6

日
ま
で
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後

7
時
か
ら
午
後
8
時
油
分
ま
で

○
会
　
場
　
水
巻
町
役
場
東
別
館

▽
募
集
人
鼻
　
知
名

▽
費
　
　
用
　
無
料

▽
申
込
方
法

手
話
講
習
会
参
加
申
込
書
（
役
場

社
会
課
民
生
係
で
お
渡
し
致
し
ま

す
）
に
記
入
さ
れ
、
民
生
係
に
提
出

し
て
下
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
社
会
課
民
生

係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

寄
付
の
　
お
礼

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
万
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

苫
田
緑
風
園
　
故
今
田
シ
ズ
コ
殿

今
田
歳
治
殿

無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
佐
賀
県
佐
賀
市
巨
勢
町
大

字
牛
島
字
二
本
松
六
六
四
番
一

〇
届
出
先
　
佐
賀
市
役
所
建
設
部
監
理

課

（

晋

0

9

5

2

・

2

4

・

3

1

5

1
）

○
届
出
期
限
　
5
9
年
3
月
3
1
日
ま
で

標
準
小
作
料

改
訂
の
お
知
ら
せ

昭
和
四
十
五
年
の
農
地
法
改
正
に
よ

っ
て
導
入
さ
れ
た
標
準
小
作
料
の
制
度

は
、
三
年
毎
に
見
直
し
が
行
な
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
が
そ

の
改
訂
の
年
で
、
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

利
子
補
給
規
程
の
一
部
が
、
諭
年
2
月

3
日
以
降
に
貸
出
さ
れ
た
も
の
か
ら
次

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

圭
2
乾

水
巻

田0
0
畠

囲丁
全
域

農
業
近
代
化
資
金

の
金
利
を
改
正

最
近
に
お
け
る
預
貯
金
金
利
及
び
貸

付
金
利
の
引
下
げ
等
、
金
融
情
勢
の
変

化
に
伴
い
、
福
岡
県
農
業
近
代
化
資
金

ここ．こここくｊこここ登蕉華・こここ三こ魂 ｆこｒニ浅慮葱吾職こ秘粥精
準 揖

・－椒
錮蛇詞　8 ・5 ％ 3 ． 5 ％ 5 ． 0 ％

蛍 光 改 養残月　8 ・5 3 ． 5 5 ． 0
遍

暴　 8 ・5 3 ． 5 5 ． 0

こ鴻 拍 転編軽且 8 ・5 3 ． 5 5 ． 0

ここミここ唇
轟 ；［；王ｉ 8 ・5 2 ． 5 6 ． 0 ） 農 協 融 資

嶺基調　8 ・5 3 ． 5 5 ． 0

頂 抽 罫こＩ 識1 8 ・ 5 2 ． 5 6 ． 0

；湖 こ震醇．；－舗 畑　 8 ・5 2 ． 5 6 ． 0

こ藷轢 根 苓　 7 ・5 1 ． 5 6 ． 0 ］ 酬 資

撞 灘 商 滅 剥　 7 ・5 2 ． 5 5 ． 0

薗 調　 7 ・5 1 ．　5 6 ． 0

7 ・ 5 1 ． 5 6 ． 0

4
月
の
詣
震
相
談

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た
く
守

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽

日

時

　

4

月

3

日

、

4

月

1

0

日

4

月

1

7

日

、

4

月

2

4

日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

中
間
・
遠
賀
地
区

少
年
の
船
団
員
募
集

▽
研
修
期
日
　
8
月
9
日
～
8
月
1
3
日

▽
研
修
地
　
沖
縄

▽
募
集
期
間
　
4
月
2
Ｒ
Ｔ
（
4
月
2
8
日

▽
応
募
資
格
　
遠
賀
・
中
間
地
区
在
住

の
小
学
四
年
生
か
ら
小
学
六
年
生

▽
費
　
　
用
　
5
万
円

▽
申
込
み
先
　
町
教
育
委
員
会
で
申
込

み
用
紙
を
受
け
取
り
、
中
間
市
屋

島
「
働
く
婦
人
の
家
」
内
、
中
遠

地
区
少
年
の
船
実
行
委
員
会
に
お

申
込
み
下
さ
い
。

が間違っていたとき

確定申告が間違っていたときは、更正の請求か修正申告ができます0

定申告をして、納めた税金が多かったときや還付を受けた税金が
「更正の請求」をすると、請求が正当な場合は、少なかったときは、

在定申告をして、納めた税金

納め過ぎた税金の還付を受けることができます0
また、確定申告で「各種控除額」欄の記載

を忘れた方も更正の請求をすることができま
す。※期限は、昭和60年3月15日までです0

が少なかったときや還付を受

けた税金が多かったときは、早めに修正申告
をする方が有利です。

税務署の調査を受けてからの修正申告です
と、追加して納める税額の5％の加算税がか
かりますが、調査前の申告ですと、加算税は

かかりません。

更正の請求や修正申告をする場合の用紙は、
若松税務署（含761・2536）に用意してあります0住宅新築のとき



昭和59年3月25日用棚酬刷冊酬冊刷…冊…酬…冊　広軌ｄ随陀墜（10）

母
子
手
帳
の
交
付

▽

日

時

　

4

月

2

日

4

月

1

6

日

年
前
1
0
時

酬酬用ｌＩ

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の

説
明
、
個
人
相
談

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
1
0

日
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

◎
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
き

い
。

4
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
4
月
6
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

※
4
カ
月
児
（
5
8
年
1
1
月
3
日
～
5
8
年

1
2
月
7
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
、
ハ

ガ
キ
で
個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ

ガ
キ
の
届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の

う
え
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人

の
気
に
入
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
一
つ
持
参

し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
転
入
等

で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
な
い
方
は
、
衛
生

係
へ
連
絡
し
当
日
お
い
で
下
さ
い
。

7
カ
月
児
健
康
相
談

▽
目
時
　
4
月
9
日
（
月
）

午
後
1
時
～
年
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
対
象
児
　
7
カ
月
児
か
ら
8
カ
月
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
運
動
発
達
観
察

そ
の
他
個
人
相
談

※
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人

の
気
に
入
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
一
つ
持

参
く
だ
さ
い
。

1
歳
6
カ
月
児
健
康
相
談

▽
次
の
事
を
必
ず
守
っ
て
下
さ
い

。
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
っ
て
来
る

こ
と
。

。
前
日
ま
で
に
役
場
衛
生
係
に
「
問

診
票
」
を
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

。
問
診
票
に
捺
印
し
て
下
さ
い
。

熱
き
り
若
者
達
法
①

覚
め
か
ら
就
寝
ま
で
善
瑳
蓄
荘
輝

▽

日

時

　

4

月

2

日

4

月

1

6

日

午
後
1
時

～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
対
象
児
　
1
歳
6
カ
月

～
1
歳
8
カ
月
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談

※
受
診
者
に
は
、
歯
科
検
診
無
料
券

を
発
行
い
た
し
ま
す
。

三種混合予防接種の日程

三
種
混
合
の
予
防
接
種

（
百
日
せ
き
、
ジ
フ
チ
リ
ヤ
、

破
傷
風
）

▽
対
象
児
及
び
実
施
方
法

第
一
期
の
接
種
…
…
2
歳
か
ら
4

歳
ま
で
の
幼
児
で
、
3
週
間
か
ら
8

週
間
の
間
隔
で
3
回
接
種

第
二
期
の
接
種
…
…
第
1
期
の
3

回
完
了
後
、
1
年
か
ら
1
年
6
カ
月

経
過
し
て
い
る
幼
児
で
一
回
の
み
接

種

（

食
生
活
改
善
教
室

受
講
生
募
集

健
康
は
、
毎
日
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

た
食
事
と
適
度
な
運
動
が
大
切
で
す
。

あ
な
た
の
家
庭
で
は
、
塩
分
を
取
り
す

ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
－
？
　
遠
賀
保
健
所

で
は
、
「
食
生
活
改
善
推
逓
教
室
」
を

次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

▽
開
催
日
程

〇
期
問
　
5
9
年
5
月
～
6
0
年
3
月

（
原
則
と
し
て
毎
月
一
回
、
第
一

金
曜
日
又
は
第
三
金
曜
日
）

○
場
所
　
遠
賀
保
健
所

〇
時
間
　
9
時
3
0
分
～
1
2
時

▽
受
講
人
数
　
1
5
名
で
締
切
り
ま
す

▽
申
込
み
先
　
役
場
保
健
衛
生
係

朝
の
洗
面
は
、
一
日
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
大
切
で
す
。
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

噸
序
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
く
一
り

①
枕
を
は
ず
す
（
あ
ご
が
ふ
き
や
す

い
）
。

㊥
頭
の
下
に
大
タ
オ
ル
（
バ
ス
・
タ
オ

ル
）
、
襟
も
と
に
中
タ
オ
ル
（
手
ぬ
ぐ

い
の
大
き
さ
）
を
当
て
る
。

⑨
熱
い
湯
で
し
ぼ
っ
た
小
タ
オ
ル
（
ハ

ン
カ
チ
の
大
き
さ
）
を
手
に
巻
き
、
目

ｌ

ェ
．
お

頭
か
ら
目
じ
り
1
額
1
鼻
1
頬
1
鼻
の

下
1
口
の
下
1
あ
ご
の
喉
に
き
、
襟
元

に
当
て
て
い
る
中
タ
オ
る
で
湿
り
気
を

と
る
。

④
首
の
回
り
を
ふ
く
場
合
は
、
あ
ご
の

下
1
耳
の
下
側
1
後
ろ
の
首
す
じ
の
喝

で
。

目
政
と
目
じ
り
は
、
日
や
に
が
た
ま

り
や
す
い
の
で
、
気
を
つ
け
て
ふ
い
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
目
や
に
が
固
く
つ
い

王
．
フ

て
い
る
と
き
は
、
一
～
二
％
の
細
酸
水

か
沿
ざ
ま
Ｌ
を
綿
か
ガ
ー
ゼ
に
湿
ら
せ

て
、
目
頭
か
ら
目
じ
り
へ
と
ふ
き
ま

す
。

顔
を
ふ
く
方
呵
▼

耳
の
中
、
耳
の
後
ろ
な
ど
は
、
あ
か

が
つ
き
や
す
い
部
分
で
す
か
ら
、
細
か

い
と
こ
ろ
ま
で
よ
く
ふ
き
ま
す
。
耳
の

穴
は
、
タ
オ
ル
を
指
に
巻
い
て
ふ
い
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
と
き
に
は
綿
棒
や
耳

か
き
を
使
っ
て
、
耳
あ
か
を
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
。
耳
あ
か
が
た
ま
っ
て
い

て
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。

顔
は
朝
冬
洗
っ
た
り
ふ
い
た
し
ま
す

か
ら
、
特
に
汚
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
石

け
ん
な
ど
は
使
わ
ず
、
お
湯
だ
け
で
よ

い
で
し
ょ
う
。

首
す
じ
は
汚
れ
や
す
い
部
分
で
す
か

ら
、
ベ
ビ
ー
用
の
入
浴
剤
か
石
け
ん
を

少
し
使
っ
て
ふ
い
た
ほ
う
が
、
さ
っ

ぱ
り
と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
湯
も
替

え
て
、
て
い
ね
い
に
ふ
い
て
く
だ
さ

へ

ー

0

男
性
は
ひ
げ
が
伸
び
る
と
や
つ
れ
て

み
え
ま
す
か
ら
、
毎
日
そ
る
よ
う
に
し

ま
す
。
か
み
そ
り
は
、
電
気
か
み
そ
り

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
り
上
が
っ
た

ら
、
熱
め
の
お
し
ぼ
り
で
ふ
い
て
仕
上

げ
を
し
ま
す
。
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4月のし尿汲取予定日
2日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

6区
3日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、

三（垣添町住）、猪熊2区

、　ヽ　　　　　．‾－

4日　頃宋（22、23区）、吉田二6区、吉田三5
区、猪熊10区

5日　頃末（22、24区）、富田二（1、2区）、

吉田三（2、5区）、猪熊3区、15日回り

（環境整備）
6日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、15

日回り（大洋社）、猪熊（2、4、5区）

頃末（15、25区）、新生街（山ノロ団地）

7日　吉田三（緑風園）、頃末（18区、松栄荘）
猪熊（2、3、10区）

9日　頃末（5、17、19、20、21区、松栄荘）、
芙吉野

10日　頃末（9、10、12、20、21区、みずまき苑）

美吉野、下二、伊左座、立屋敷

11日　頃末6区、下二、二、苫田一（4、5、6、

7、8、9区、吉田工場団地）、吉田二（

1、8、9、川端通り、本村）
12日　頃末（11、14、区）、吉田二（3、5、6、

13、14、15、16区）、二
13日　吉田二（3、4、6、7、8、9区、イワ

ゼ町住）、苫田一3区（月夜待）、机社宅、
立屋敷、古賀、新生街

ｉ14日下二町住、二町住、吉田一3区（商店街〕苫田三（車返し）、古賀、机

16日　二町住、吉田団地〔37－43、46－52棟）、
古賀、机

17日　吉田団地（19－22、27～36、44、45、53～
57、86、94～101棟）

18日　吉田団地（1～6、8～10、12、16～18、
23～26、60－65、83～85、102～104、109

～113棟）、樋口（卯月、中井樋口）

19日　吉田団地（7、11～15、66－73、75－82、

87～93、105、108棟）、樋口
20日　下二Ｃｌ～3区）、吉田団地（分譲）、15

日回り（大洋社、環境整備）

21日　二Ｃｌ、2区、野間町住）、吉田二（本村）

古賀県住

23日　二、伊左座
24日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下

二（4、10区、双葉荘）、猪熊
25日　下二（5～7区）、伊左座（3、5区）、

樋口、猪熊

26日　みずほ団地、樋口（赤水、川端通り〕

27日　みずほ団地

28日　猪熊、樋ロ

ー　お　願　い　－

汲取口の近くには、犬をつながないで下さい。
犬が噛みつく事故がおこっています。

，、・、▼・一、・、、ト・－－　　　′一一　‾－　　一一、、一‾11　、′ここ・、ｐ一　‾　一．‾－、　‾、‾　、′－‾－‘、ニ‾’Ｈｌ‾、－▼‾Ｌ Ｊ、1．‾－．Ｌ

みよし　まい

三好　麻依ちゃん
昭和58年4月30日生

（悪妻）さんの長女
テレビの音に合わせて調子を

取り、伝い歩きもスイスィ。春
の花が咲く頃には、外で一人歩

きをしています。うそのつけな
い良い子になってネ。

（吉田片山428：

きさきみか

佐々木美香ちゃん
昭和58年4月25日生

（竿姿）さんの敗
伝い歩きが上手になり、いた

ずらが好き。自分の好きなテレ

ビ番組があったら一生級命見て
います。素直な女の子に育って

ほしいと思っています。
（おかの台10棟）

町では、現在、町立第一・第二・保育園、水巻みなみ保育
所、水巻吉田保育所の園児を募集しております。

申込み方法及び入所基準等については、1月10日号の広報
をご覧ください。なお、詳しいことは、役場社会課老人児童
係にお問い合わせください。

二　 公　 民　 館 10 ：00 －10 ：50

職 ｉ麦ｉ 二 町 住 公 民 館 11 ：00 、・11 ：30
こ‘ヰ‘1ここ泌こ．こ，・こｒニ ‘こ1こ‾こ芸　 伊 左 座 公 民 館 13 ：30 ～ 14 ：00

萎　 み ず ほ 公 民 館 14 ：10 ～ 15 ：00

！ｉ； 下 二町 住 公民 館 10 ：00 ～ 10 ：50
群 事 業　 下 二 公 民 館 11 ：00 － 11 ：30

飴 渕　 立牒 敷 公 民 館 13 ：30－ 14 ：00

こことてこ．ここ・さこ・‘ニ‘ミミ 室矩　 古 賀 公 民 館 14 ：20～ 15 ：00

翠　 机　 公　 民　 館 10 ：0 0～ 10 ：30
亘 猪 能町 住 公民 館 10 ：50～ 11 ：00

軸 渕　 猪 熊 公 民 館 13 ：3 0～ 14 ：10

弊　 樋 口 公 民 館 14 ：20～ 15 ：00

辞 替　 吉 田 二 公 民 館 9 ：4 0～ 10 ：30

亘 洋 ≡　 吉 田 三 公 民 館 10 ：40、・11 ：30

豊豆
ｉｌ緊1ミ当　 吉 田 一・公 民 館 13 ：20、・13 ：40

ここニ1ン11°昆撞茄 ｉｉ 町　 民　 会　 館 14 ：00～・15 ：30

この日程に洩れた犬は次の予備日程で受けてください。

ー

ここ班ここここここここキミミミ　　‘こくうくるこ’こ’こ 下 二 町住 公民 館 10 ：0 0～ 10 ：3 0

吉 田 二 公 民 館 1 0 ：5 0～ 1 1 ：2 0

桔 熊　 公 民 館 1 3 ：30 － 14 ：0 0

町　 民　 会　 館 14 ：2 0－ 15 ：0 0

▽
注
射
料
　
1
、
2
6
0
円

▽
登
録
料
　
2
、
1
0
0
円

開
業
医
師
よ
り
個
人
的
に
注
射
を
受
け
ら
れ
る

場
合
、
別
途
5
0
0
円
が
必
要
で
す
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射



59年度の保健　ごよ　み

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

（

　

口

編

集

水

巻

町

総

務

課

（

電

2

0

†

4

3

2

1

〕

口
印
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社

・ノ・ｒＰ

1ハで ．、．．Ｔ．．繁．．．．．，＿＿ごふ・・・・・－

ニ宝器・亙缶
ミニ・－，一軒ここと

；；毎月第 1 ・

；ヨ第 3 月曜日

午前

10時～
全　 妊　 婦

ヨ奇数月第1・

；拍 ・3月曜日

午後 1時

～ 3時

初　 妊　 婦

；ｉｉ；毎　　 月

ヨ第 1金曜日

午後 1時

～ 3 時

生後 4 ヵ月児

∃偶 数　 月 午後 1時 生後 7 ヵ月児

毒第 2 月曜日 ～ 3時 ～ 8 ヵ月児

狛品数月第1・

； 3 月 曜 日

午後 1時

～ 3 時

生後 1歳 6 ヵ

月児～ 1歳 7

カ月児

＝ 策

、くここ．く

！．6 月 7 日

十

午後 1時

～ 3 時

満 3 歳

～ 4歳未満抵溶

∃毎 月 1 日
午前 9 時

～11時

生保 ・非課税

世帯の妊婦 ・
乳児

準 ・霞

萎毎　　 月

当第 3 金曜日

鼓・

午後 1時

30分～午
後 4 時

ことばの遅れ

身体発達の遅

れたもの
浅嘉

Ｈ・こ．

一端、・．‘∵ナ Ｔｒｌ・、‘．・・・・でぜ・小心、打 ン・ごエ・・・．．霊宝温．Ｈｆ；‡：ニ1短意酷・：：ニさ詰：二子こ‘

ｔここニここ群境窺

5 月26日、6 月23 日

7 月28 日　8 月25 日 午前 9 時
40歳以上

薫 寧 築

ヽ
9 月22日、10月27日

11月25日

～11疇

5 月～10月 各医療機関で実施

7 月17 日、18 日 午前夕時
40歳以上

60年 3 月27日 ～10時

7 月19 日、25 日 午前 9時 30歳以上

翳．＿・60年 3 月28 日 ～10時 女　 性

婆
12月19 日 午後 1時

女性全員60年 2 月20 日 ｌ

60年 3 月20 日 1 時30分

7 月 3 日、10 日、

17 日、24 日、31日
8 月 7 日

午後 1時

～ 3 時

希 望 者

11月 8 日、15 日、 午後 1 時 本人又は

22 日、29 日 ～ 3 時 家　 族

4 月～60年 3 月

午前10時

ｌ
午後 2時

本人又は

家　 族こせゴ

むけ1芳㍗ ノ　ラ．
封錘か対ぜ㍑柏里㌫挿桝バラ
管’‘：二号’ＭＴげ‾：て㌫憲‾‾ニ・’‘ノニ・・‘、 ・・・．．、こ・・一・．こ

・・・乱七品〆二軋．．，．Ｊふ・∴′ご‾糾舘が抽≠宮紬“錘扇：ヱ・ば・くア’‘’÷ｒ二：三芳罵声ニ・7‘零肯憲
・↓∴鳥一・・・一現．＿．ふＬＪ・よ‘・ご笹骨㍑丹心鵠叶〆接骨酎㌫産が－ｉ症ｋ詳詳薮監署這笥：三軍：顎：荷

瀾霊長 き

；妻5月9 日、10月9 日 生ポリオワクチンを口中に注入
生後3 ヵ月

～48ヵ月

生後3 ヵ月から18

ヵ月が望ましいこｉ蓮華

曇藩 （1期）3～8週間隔で3回
（2期）1期完了後12～18ヵ月1回

生後24ヵ月

～48ヵ月

百日ぜき、破傷風
ジフテリヤ　ヽ　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　ヽ査読 熱薫；6月8 日、29日、11月7 日、28日

蕪
幸 ニー・ｉｌｌ狛 酎1日、ＢＣＧ7月13日 ツベルクリン判定後陰性者

ＢＣＧ

生後3 ヵ月

～4歳

疎転

漣

義蓋7月と8月を除いた月 1　　 回
生後12ヵ月

～72ヵ月

中村、楠本、森田、
前原の各医院

狛 月、6月 初回 1～2週間隔で2回
翌年より毎年1回

3歳以上凄

狛0月、11月、12月 2～4週間隔で毎年2回 3歳以上濱 ア

※昭和59年度中に行なわれる保健事業の計画表です。　目のつく所に貼って、ご利用ください。


